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1.4

1.5

1.4

42.7

44.8

42.9 42.7

44.5

47.3

3.4

3.9

5.4

0.7

0.4

0.8

1.7

3.3

4.1
4.7

1.3

1.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

県・平成16年調査
全体（N=2,112）

県・平成18年調査
全体（N=2,615）

県・平成21年調査
全体（N=2,558）

２ 子育てや子どもの教育について 
 

（１）理想とする子どもの数と、理想の子どもの数より少ない理由 

 

【分析のまとめ】 

 

県調査では理想とする子どもの数は、「3 人」から「2 人」となっており、理想よ
りも実際の子どもの数が少ない理由として主に経済的負担が増えることがあげられ
ます。 
 

 理想とする子どもの数について県調査の時系列変化をみると、平成 16 年は「３人」と答えた人

の割合が 47.3％で最も高くなっていましたが、平成 18 年、平成 21 年では「２人」がわずかに「３

人」を上回っています。 

実際の子どもの数が理想よりも少ない理由について時系列変化をみると、各年ともに「経済的

負担が増えるから」が最も高く、平成 16 年、21 年では４割を超えており、平成 18 年では 58.6％

と約６割となっています。その他に「仕事と子育ての両立が困難だから」、「出産・子育ての身体

的・心理的負担が大きいから」が各年ともに２割前後で高くなっています。 

 

 

問３．あなたの理想とする子どもの数は何人ですか。次の中から１つ選んで○印をつけてください。 

 

問３ 理想の子どもの数 【全体】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
単位：％ 

 

● 県の平成 16 年調査、平成 18 年調査、平成 21年調査を比較すると、平成 16年では「３人」

と答えた人の割合が最も高くなっていますが、平成 18 年、平成 21 年では「２人」と答えた人

の割合が最も高くなっています。 

「３人」、「４人以上」と答えた人の割合は、平成 16 年から平成 21 年にかけて減少していま

す。 

１
人 

２
人 

３
人 

４
人
以
上 

０
人 

わ
か
ら
な
い 

不
明
・
無
回
答 
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18.1

10.0

13.2

13.1

5.8

5.4

4.9

4.7

12.0

3.7

8.3

58.6

33.7

32.4

10.9

16.2

14.1

10.8

6.3

6.7

5.6

5.2

3.6

0.8

3.4

43.4

26.1

19.9

15.3

11.6

11.3

10.1

6.4

5.1

3.1

13.6

4.5

6.3

41.0

17.6

23.6

4.9

0 20 40 60 80 100

経済的負担が増えるから

仕事と子育ての両立が困難だから

出産・子育ての身体的・心理的負担が大きいから

ほしいけれどもできないから

子育てをする社会環境がよくないから

年齢的な理由から

健康上の理由から

配偶者が望まないから

子育てに配偶者の協力がないから

子育て以外に時間を使いたいから

家が狭いから

その他

わからない

不明・無回答

県・平成16年調査
全体（N=1,053）

県・平成18年調査
全体（N=1,048）

県・平成21年調査
全体（N=1,208）

％

 

問４．実際の子どもの数が、理想とする子どもの数より少ない理由は何ですか。次の中から３つ以内で選ん

で○印をつけてください。 

 

問４ 理想の子どもの数より少ない理由 【全体】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 県の平成 16 年調査、平成 18 年調査、平成 21年調査を比較すると、「経済的負担が増えるか

ら」、「仕事と子育ての両立が困難だから」、「出産・子育ての身体的・心理的負担が大きいから」、

「子育てをする社会環境がよくないから」と答えた人の割合は、平成 18年に比べ平成 21 年の

方が減少しています。 

「ほしいけれどもできないから」と答えた人の割合は、平成 18年に比べ平成 21 年の方が増

加しています。 

「健康上の理由から」と答えた人の割合は、平成 16 年から平成 21 年にかけて減少していま

す。 

経済的負担が増えるから 
 

仕事と子育ての両立が困難だから 
 

出産・子育ての身体的・心理的負担が大きいから 
 

ほしいけれどもできないから 
 

子育てをする社会環境がよくないから 
 

年齢的な理由から 
 

健康上の理由から 
 

配偶者が望まないから 
 

子育てに配偶者の協力がないから 
 

子育て以外に時間を使いたいから 
 

家が狭いから 
 

その他 
 

わからない 
 

不明・無回答 
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44.7

13.4

23.3

17.6

10.1

11.0

12.3

6.4

1.8

5.3

10.4

5.5

7.7

59.3

30.6

28.3

10.1

14.5

14.0

12.4

8.3

0.9

4.8

5.5

3.2

0.9

4.8

47.5

23.6

18.1

14.8

12.0

9.7

8.5

9.0

1.8

3.3

13.0

4.6

6.2

4.8

4.6

0 20 40 60 80 100

経済的負担が増えるから

仕事と子育ての両立が困難だから

出産・子育ての身体的・心理的負担が大きいから

ほしいけれどもできないから

子育てをする社会環境がよくないから

年齢的な理由から

健康上の理由から

配偶者が望まないから

子育てに配偶者の協力がないから

子育て以外に時間を使いたいから

家が狭いから

その他

わからない

不明・無回答

県・平成16年調査
男性（N=454）

県・平成18年調査
男性（N=435）

県・平成21年調査
男性（N=568）

％

 
問４ 理想の子どもの数より少ない理由 【男性】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 県の平成 16 年調査、平成 18 年調査、平成 21年調査の男性を比較すると、「経済的負担が増

えるから」、「仕事と子育ての両立が困難だから」、「出産・子育ての身体的・心理的負担が大き

いから」、「子育てをする社会環境がよくないから」、「年齢的な理由から」、「健康上の理由から」、

「家が狭いから」と答えた人の割合は、平成 18 年に比べ平成 21 年の方が減少しています。 

「ほしいけれどもできないから」と答えた人の割合は、平成 18年に比べ平成 21 年の方が増

加しています。 

「配偶者が望まないから」と答えた人の割合は、平成 16 年から平成 21 年にかけて増加して

います。 

 

 

経済的負担が増えるから 
 

仕事と子育ての両立が困難だから 
 

出産・子育ての身体的・心理的負担が大きいから 
 

ほしいけれどもできないから 
 

子育てをする社会環境がよくないから 
 

年齢的な理由から 
 

健康上の理由から 
 

配偶者が望まないから 
 

子育てに配偶者の協力がないから 
 

子育て以外に時間を使いたいから 
 

家が狭いから 
 

その他 
 

わからない 
 

不明・無回答 
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38.1

20.1

24.6

18.9

10.0

14.2

14.1

5.5

8.5

4.8

4.1

13.5

2.5

8.2

58.2

36.1

35.6

11.5

17.6

14.2

9.6

4.8

10.9

6.3

4.9

4.0

0.7

2.5

39.7

28.3

21.6

15.7

11.2

12.8

11.7

4.1

8.2

2.8

14.0

4.4

6.3

5.2

0 20 40 60 80 100

経済的負担が増えるから

仕事と子育ての両立が困難だから

出産・子育ての身体的・心理的負担が大きいから

ほしいけれどもできないから

子育てをする社会環境がよくないから

年齢的な理由から

健康上の理由から

配偶者が望まないから

子育てに配偶者の協力がないから

子育て以外に時間を使いたいから

家が狭いから

その他

わからない

不明・無回答

県・平成16年調査
女性（N=562）

県・平成18年調査
女性（N=607）

県・平成21年調査
女性（N=635）

％

 
問４ 理想の子どもの数より少ない理由 【女性】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 県の平成 16 年調査、平成 18 年調査、平成 21年調査の女性を比較すると、「経済的負担が増

えるから」、「仕事と子育ての両立が困難だから」、「出産・子育ての身体的・心理的負担が大き

いから」、「子育てをする社会環境がよくないから」、「年齢的な理由から」、「配偶者が望まない

から」、「子育てに配偶者の協力がないから」、「子育て以外に時間を使いたいから」、「家が狭い

から」と答えた人の割合は、平成 18 年に比べ平成 21 年の方が減少しています。 

 

 

経済的負担が増えるから 
 

仕事と子育ての両立が困難だから 
 

出産・子育ての身体的・心理的負担が大きいから 
 

ほしいけれどもできないから 
 

子育てをする社会環境がよくないから 
 

年齢的な理由から 
 

健康上の理由から 
 

配偶者が望まないから 
 

子育てに配偶者の協力がないから 
 

子育て以外に時間を使いたいから 
 

家が狭いから 
 

その他 
 

わからない 
 

不明・無回答 
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22.0

20.6

18.0

22.5

20.8

18.9

20.3

31.5

30.1

26.1

24.2

27.9

22.8

6.5

7.2

3.8

4.3

18.0 27.4

27.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

国・平成14年調査
全体（N=3,561）

国・平成16年調査
全体（N=3,502）

国・平成19年調査
全体（N=3,118）

国・平成21年調査
全体（N=3,240）

 

【参考】■男女共同参画社会に関する世論調査（内閣府）より 

 

問 結婚しても必ずしも子どもをもつ必要はない 【全体】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

  単位：％ 

 

 

 

● 国の平成 14 年調査、平成 16 年調査、平成 19年調査、平成 21 年調査を比較すると、『賛成』

と答えた人の割合は、平成 14年から平成 21 年にかけて増減を繰り返し、平成 21年には増加し

ています。 

  また、『賛成』、『反対』の割合については、『反対』の方が『賛成』を上回っています。 

 

 
※『賛成』は、本来の選択肢の「賛成」と「どちらかといえば賛成」の割合を合計したものです。『反対』は、「ど

ちらかといえば反対」と「反対」の割合を合計したものです。 

 

 

 

賛
成 

ど
ち
ら
か
と
い
え

ば
賛
成 

ど
ち
ら
か
と
い
え

ば
反
対 

反
対 

わ
か
ら
な
い 
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29.1

25.8

32.4

28.7

55.4

57.9

44.9

47.8

18.0

14.9 2.6

12.9

12.6

2.7

1.7

2.0

5.9

2.1

0.9

1.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

県・平成12年調査
全体（N=2,320）

県・平成16年調査
全体（N=2,112）

県・平成18年調査
全体（N=2,615）

県・平成21年調査
全体（N=2,558）

 

（２）男の子と女の子のしつけや教育について 
 
【分析のまとめ】 
 

県調査では性別にとらわれず同じようにしつけや教育をするのがよいという考え
方が多くなっているものの、性別によって役割を考えるという考え方も３割前後みら
れます。 
 

 県調査の時系列変化をみると、各年ともに「男の子も女の子も性による区別はせずに、同じよ

うにしつけや教育をするほうがよい」が最も高く５割前後を占めています。男女別にみると、各

年ともに女性が男性を上回っています。 

「男女の役割を考えて、男の子と女の子を性によって区別して、それぞれの性に応じたしつけ

や教育をするほうがよい」と答えた人の割合も３割前後となっており、男女別にみると、各年と

もに男性が女性を 10ポイント以上、上回っています。 
 
 

問５．あなたは男の子と女の子のしつけや教育についてどう思いますか。次の中から１つ選んで○印をつけてく

ださい。 

 

問５ 男の子と女の子のしつけや教育について 【全体】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
単位：％ 

 
● 県の平成 12 年調査、平成 16年調査、平成 18 年調査、平成 21 年調査を比較すると、「男の子

も女の子も性による区別はせずに、同じようにしつけや教育をするほうがよい」と答えた人の

割合は、平成 18 年に比べ平成 21 年の方が増加していますが、平成 12 年、平成 16年と比べる

と減少しています。 

また、「男女の役割を考えて、男の子と女の子を性によって区別して、それぞれの性に応じた

しつけや教育をするほうがよい」と答えた人の割合は、平成 18年に比べ平成 21 年の方が減少

しています。

男
女
の
役
割
を
考
え
て
、

男
の
子
と
女
の
子
を
性
に

よ
っ
て
区
別
し
て
、
そ
れ
ぞ

れ
の
性
に
応
じ
た
し
つ
け
や

教
育
を
す
る
ほ
う
が
よ
い 

男
の
子
も
女
の
子
も
性
に

よ
る
区
別
は
せ
ず
に
、
同

じ
よ
う
に
し
つ
け
や
教
育

を
す
る
ほ
う
が
よ
い 

ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い 

わ
か
ら
な
い 

不
明
・
無
回
答 
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37.0

34.6

39.3

35.6

47.5

50.2

40.6

42.6

15.6

12.5 2.7 6.6

11.6

12.3

2.6

2.4

2.2

1.9

1.0

1.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

県・平成12年調査
男性（N=1,031）

県・平成16年調査
男性（N=888）

県・平成18年調査
男性（N=1,134）

県・平成21年調査
男性（N=1,150）

22.5

18.9

26.9

23.2

61.9

64.4

48.5

52.6

20.0

16.9 2.6

14.1

12.8

2.7

1.2

1.8

4.8

2.0

0.9

1.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

県・平成12年調査
女性（N=1,271）

県・平成16年調査
女性（N=1,152）

県・平成18年調査
女性（N=1,462）

県・平成21年調査
女性（N=1,385）

 

問５ 男の子と女の子のしつけや教育について 【男性】 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
単位：％ 

 

● 県の平成 12 年調査、平成 16 年調査、平成 18年調査、平成 21 年調査の男性を比較すると、

各年ともに「男の子も女の子も性による区別はせずに、同じようにしつけや教育をするほうが

よい」と答えた人の割合が最も高くなっています。 
 
 
問５ 男の子と女の子のしつけや教育について 【女性】 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
単位：％ 

 

● 県の平成 12 年調査、平成 16 年調査、平成 18年調査、平成 21 年調査の女性を比較すると、

各年ともに「男の子も女の子も性による区別はせずに、同じようにしつけや教育をするほうが

よい」と答えた人の割合が最も高くなっています。 

男
女
の
役
割
を
考
え
て
、

男
の
子
と
女
の
子
を
性
に

よ
っ
て
区
別
し
て
、
そ
れ
ぞ

れ
の
性
に
応
じ
た
し
つ
け
や

教
育
を
す
る
ほ
う
が
よ
い 

男
の
子
も
女
の
子
も
性

に
よ
る
区
別
は
せ
ず
に
、

同
じ
よ
う
に
し
つ
け
や
教

育
を
す
る
ほ
う
が
よ
い 

ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い 

わ
か
ら
な
い 

不
明
・
無
回
答 

男
女
の
役
割
を
考
え
て
、

男
の
子
と
女
の
子
を
性
に

よ
っ
て
区
別
し
て
、
そ
れ
ぞ

れ
の
性
に
応
じ
た
し
つ
け
や

教
育
を
す
る
ほ
う
が
よ
い 

男
の
子
も
女
の
子
も
性

に
よ
る
区
別
は
せ
ず
に
、

同
じ
よ
う
に
し
つ
け
や
教

育
を
す
る
ほ
う
が
よ
い 

ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い 

わ
か
ら
な
い 

不
明
・
無
回
答 
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（３）子育てに関する考え方について 

 

【分析のまとめ】 

 

県調査では家事については女の子に求められる傾向があり、経済的な自立について
は男の子に求められる傾向にあります。 
 

 県調査では子育てに関する考え方について、「子どもが小さいうちは、母親は育児に専念したほ

うがよい」、「子どもの世話の大部分は、男親にもできる」、「男の子は家事ができるように育てる

のがよい」、「男の子は経済的に自立できるように育てるのがよい」、「女の子は経済的に自立でき

るように育てるのがよい」については、平成 16年から平成 21年にかけて『そう思う』と答えた

人の割合が減少しています。「必要であれば、子育て支援サービスを受けて子育てをしてもよい」

については『そう思う』と答えた人の割合が平成 16 年から平成 21 年にかけて増加しており、平

成 21 年では 55.5％と半数を超えています。 

 

 

※『そう思う』は、本来の選択肢の「そう思う」と「どちらかといえばそう思う」の割合を合計したものです。

以降のページも同様。 
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56.8

50.2

44.0

31.8

35.2

36.8 4.2

4.1

3.1

6.3

5.9

4.5

2.2

1.1

1.3

2.7

3.3

6.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

県・平成16年調査
全体（N=2,112）

県・平成18年調査
全体（N=2,615）

県・平成21年調査
全体（N=2,558）

 

問６．子育てについて、あなたのご意見に近いものはどれですか。A～G のそれぞれについて１つずつ選んで○

印をつけてください。 

 

 

問６ 子育てに対する考え方について  

《Ａ 子どもが小さいうちは、母親は育児に専念したほうがよい》 【全体】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
単位：％ 

 

 
● 県の平成 16 年調査、平成 18 年調査、平成 21年調査を比較すると、『そう思う』と答えた人

の割合は平成 16 年から平成 21 年にかけて減少しています。 

 

 

そ
う
思
う 

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば

そ
う
思
う 

ど
ち
ら
か
と
い
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県・平成16年調査
全体（N=2,112）

県・平成18年調査
全体（N=2,615）

県・平成21年調査
全体（N=2,558）
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0% 20% 40% 60% 80% 100%

県・平成16年調査
全体（N=2,112）

県・平成18年調査
全体（N=2,615）

県・平成21年調査
全体（N=2,558）

 
問６ 子育てに対する考え方について 

《Ｂ 子どもの世話の大部分は、男親にもできる》 【全体】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
単位：％ 

 
 
● 県の平成 16 年調査、平成 18 年調査、平成 21年調査を比較すると、『そう思う』と答えた人

の割合は平成 16 年から平成 21 年にかけて減少しています。 

 

 

問６ 子育てに対する考え方について 

《Ｃ 必要であれば、子育て支援サービスを受けて子育てをしてもよい》 【全体】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
単位：％ 

 

 
● 県の平成 16 年調査、平成 18 年調査、平成 21年調査を比較すると、『そう思う』と答えた人

の割合は平成 16 年から平成 21 年にかけて増加しています。 
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0% 20% 40% 60% 80% 100%

県・平成16年調査
全体（N=2,112）

県・平成18年調査
全体（N=2,615）

県・平成21年調査
全体（N=2,558）
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県・平成16年調査
全体（N=2,112）

県・平成18年調査
全体（N=2,615）

県・平成21年調査
全体（N=2,558）

 
問６ 子育てに対する考え方について 

《Ｄ 男の子は家事ができるように育てるのがよい》 【全体】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
単位：％ 

 

 
● 県の平成 16 年調査、平成 18 年調査、平成 21年調査を比較すると、『そう思う』と答えた人

の割合は平成 16 年から平成 21 年にかけて減少しています。 

 

 

問６ 子育てに対する考え方について 

《Ｅ 女の子は家事ができるように育てるのがよい》 【全体】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
単位：％ 
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県・平成16年調査
全体（N=2,112）

県・平成18年調査
全体（N=2,615）
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全体（N=2,558）
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0% 20% 40% 60% 80% 100%

県・平成16年調査
全体（N=2,112）

県・平成18年調査
全体（N=2,615）

県・平成21年調査
全体（N=2,558）

 
問６ 子育てに対する考え方について 

《Ｆ 男の子は経済的に自立できるように育てるのがよい》 【全体】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
単位：％ 

 
 
● 県の平成 16 年調査、平成 18 年調査、平成 21年調査を比較すると、『そう思う』と答えた人

の割合は平成 16 年から平成 21年にかけて減少していますが、各年とも９割前後となっていま

す。 

 
 
問６ 子育てに対する考え方について 

《Ｇ 女の子は経済的に自立できるように育てるのがよい》 【全体】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
単位：％ 

 
 
● 県の平成 16 年調査、平成 18 年調査、平成 21年調査を比較すると、『そう思う』と答えた人

の割合は平成 16 年から平成 21 年にかけて減少しています。 
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